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VPD(ワ クチンで防げる病気)から子どもたちを守るための予防接種法改訂に関する要望書

私たちは、ワクチンで防げる病気 (VPD:Vaccine Preventable Diseases)で 日本の子どもたちが

生命や健康を脅かされている現状を鑑み、専門家、患者支援団体、市民団体などそれぞれの立場か

ら日頃より啓発活動を行つております。

ここ数年、日本国内で接種できる新しいワクチンが増えています。しかし、多くのワクチンが任

意接種であり、情報格差、経済格差に子どもたちの健康が左右される状態です。少子化傾向の現在、

VPDか ら子どもたちを守ることは、国の宝である子どもを守ることであり、日本の将来を守ることに

相違ありません。また、子育て支援の観点からも極めて意義があることです。

つきましては、主に子どもたちが受ける予防接種について、以下のとおり要望いたします。

記

1.予防接種法を改正し、現在、任意接種で自己負担となる、ロタウイルス、ヒブ、小児用肺炎
球菌、おたふくかぜ、水痘、インフルエンザ、子宮頸がん、B型肝炎の各ワクチンを早急に定

期の予防接種 (一類疾病)に定めていただくこと。

2.「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業」の対象である、子官頸がん、ヒブ、小児用月市炎
球菌の各ワクチンが、定期の予防接種 (一類疾病)に定められるまで助成を継続すること。

3.先進諸国で広く使用されているワクチンが日本でも早期に使用できるよう、不活化ポリオ、
小児用 A型肝炎、及び各種混合ワクチンを迅速に審査・承認すると共に、定期の予防接種 (―

類疾病)に定めること。

4.日 本の将来を担う大切な子どもたちを、VPD(ワ クチンで防げる病気)から守るという国家の

意思を明確に示すよう、法体系の整備を早急に行なうこと。

以上
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「VPDを知って、子どもを守ろう。」の会  (代表 菌部友良)
日本の子どものワクチンで防げる病気 (Ⅵ)D)に よる被害をなくすために、小児科医を中心にVPDと ワ

クチンによる予防を啓発しています。2008年 4月 設立。

http7/wwvれknow‐ vpd.jpノ

育児情報誌 「miku」  (編集長 高祖常子)
子どもと私が育つ !楽 しむ !育児情報誌をキャッチフレーズとした、子どもを中心に親子や家族の

関係を考える、子どものための育児情報誌。2005年 3月 創刊。

http://岬 .kosodate.co.jp/■liku/

SSPE青空の会  (会長 田伏純子)
亜急性硬化性全能炎 (SSPE)は 麻疹への罹患、回復から数年から十数年たつて発病するウィルスが脳に感

染する病気です。SSPE青空の会は患者の親とサポートする医師等からなる支援団体です。1984年発足。

http:〃sspeaozora.web.fc2.comんopl.html

肝つたママ 's (代 表 酒井友理 )
胆道閉鎖症や肝疾患の子を持つ母親のグループ。病気の早期発見啓発活動を通して、産まれたばか

りの赤ちゃん、これから生まれる赤ちゃんの命を救います。

http://kimottamama.infO/

細菌性髄膜炎から子どもたちを守る会  (代表 田中美紀)
細菌性髄膜炎から子どもたちを守るため、ヒブ (Hib)。 小児用肺炎球菌ワクチンの普及を目指す患

者会です。署名活動、情報提供、患者・家族 。遺族へのサポー ト等を行っています。2006年 10月 発

力己。   http://zuilllakuen.net/al.html

子宮頸がん征圧をめざす専門家会議  (議長 野田起一郎)
精度の高い子官頸がん検診の受診率 50%以上、HPVワ クチンの早期承認と公費助成をめざし、医師、

助産師、養護教諭、啓発団体などの専門家が、専門の枠を越えて活動しています。2008年 11月 設立。

http://― .cczerOpro.jp/index.html

~  
プロピオン酸血症とメチルマロン酸血症患者の会 (PA MMAの 会) (代 表 柏木明子)
PA―MMAの会はプロピオン酸血症 (PA)と メチルマロン酸血症 (NIIPIA)の 14家族が集い発足した患

者会で、現在では有機酸・脂肪酸代謝異常症のご家族なども一緒に活動しています。2005年発足。

http://pa― Inla.web5.jp/index.html



ポリオの会  (代表 小山万里子)
ポリオの会は、ポリオ体験者やご家族、医療関係者、応援して下さる方々の集まりで、体験者同士

の情報交換を主な目的にしています。1995年 12月 結成。

http://www5b.biglobe.ne.jp/polio/

ムコネット Twinkle Days (代表 中井まり)
希少難病であるムコ多糖症の子供たちを支援するため、ムコ多糖症の、 ドラッグラグ、新生児マス
スクリーニングの情報提供活動を行つています。NPO法人ムコ多糖症支援ネットワークの解散を受け、

2009年 5月 活動開女台。http7ノwww.muconet‐ t.jpノ


